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注 意

1. 「解答はじめ」というまで，この問題冊子を開いてはいけない。

2. 問題は 1冊，解答用紙は 3枚である。白紙は問題冊子の中にはさみこ
んであるので，引き抜いて下書き用紙として使ってよい。

3. 全部の解答用紙に受験番号を書くこと。受験番号は次の要領で明確
に記入する。

（例） 受験番号 80001番の場合 −→ 8 0 0 0 1

4. 解答は解答用紙の所定の位置に書くこと。他の所に書くと無効にな
ることがある。

5. 書き損じても，代わりの用紙は交付しない。

6. 試験終了後，問題冊子と白紙は持ち帰ること。
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1 　 a，bを整数とする。3次方程式 x3 + ax2 + bx− 1 = 0は 3実解 α，β，γ
を持ち，0 < α < β < γ < 3で，α，β，γのうちどれかは整数である。a，
bを求めよ。

2 　 放物線 y = x2上に，直線 y = ax + 1に関して対称な位置にある異なる
2点 P，Qが存在するような aの範囲を求めよ。

3 　四面体OAPQにおいて，−→
OA = 1，−→OA ⊥

−→
OP，−→OP ⊥

−→
OQ，−→OA ⊥

−→
OQ

で，∠PAQ = 30◦である。

(1) △APQの面積 Sを求めよ。

(2)
−→
OP のとりうる範囲を求めよ。

(3) 四面体OAPQの体積 V の最大値を求めよ。
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4 　 複素数 z = r(cos θ + i sin θ)は，条件
√
2
4

≦ r ≦
√
5
2

, 0◦ ≦ θ ≦ 90◦

をみたす。

(1) f(z) = z + z2 の最大値と最小値，およびそれらを与える複素数 z

を求めよ。

(2) g(z) = 2z + z3 の最大値と最小値，およびそれらを与える複素数 z

を求めよ。

5 　 1 から n までの数字を 1 つずつ書いた n 枚のカードがある。ただし，
n ≧ 2とする。

(1) この n枚のカードから一度に 2枚選び，大きい方の数字をX とする。
X の期待値E1を求めよ。

(2) この n枚のカードから 1枚選び，その数字をX1とする。そのカード
をもとに戻し，改めて 1枚選び，その数字をX2とする。X1とX2の
小さくない方の数字を Y とする。Y の期待値E2を求めよ。
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